
◆

◆

◆

詳

緒

ま

８月２９日のサマーレッスンと納涼祭を受付中！
○８月２９日（日）：サマーレッスン（中央公民館にて、１０：００～１６：００まで）
参加費無料ですが、昼食（栄寿亭のカツ丼）がでるため、人数確認用の申込が必要です。

☆飲み物とおやつとゴミ袋は各自でご用意ください。 ☆冷房対策はしっかりと！

☆パート練習中心です。わからない箇所や苦手なところを克服するチャンスです！

※サマーレッスンまでに「クリスマス」は一部の曲を残しますが、「第九」「ハレルヤ」「市歌」は一通

り練習します。ここでしっかりと復習しておくことは重要ですよ。

☆一日練習は辛いと思われる方もご自分のペースで参加していただいて大丈夫です♪

○８月２９日（日）：納涼祭 ＡＩＡＩ （高崎駅東口近くにて、１６：３０頃から）
飲み放題３,５００円。練習終了後のおいっし～いビールを待てないので、練習が終ったらそのま

ま会場へ直行し、すぐに始めます！！（笑）寄り道しないで、ぜひ直行してください♪

沼田“みどりの第九”男声応援依頼 ＜映画出演に引き続き、助っ人第２弾＞
９月２６日（日）利根沼田文化会館にて、全国育樹祭（１０月３日）のプレイベントとして「第九演奏

会」が行われます。『高崎第九の男声の方全員に応援をお願いします。』と、毎年当団の演奏会に

来賓で出席されている沼田第九を歌う会の櫛渕会長から依頼がありました。

『みどりの第九特別演奏会』 ９月２６日（日）開場１３：３０/開演１４：００ 利根沼田文化会館

指揮：広上淳一、ソプラノ：谷原めぐみ、メゾ・ソプラノ：小林久美子、テノール：吉田浩之、

バリトン：青山貴、管弦楽：群馬交響楽団、合唱：沼田第九をうたう会、合唱指導：島田和昭

日曜特別練習：８月２２日（日）１３：３０～、指揮者レッスン：９月５日（日）１３：３０～

○応援参加の男声の皆さんへ 8 月 22 日の乗り合わせ配車を、受付の『男声応援者リスト』で

確認しておいてください。載せていただく人は、交通費一部負担金として往復で１,０００円を

運転する方に渡して下さい。

9 月 5 日の配車は別途決めます。

9 月 26 日には乗り合わせバス代として３,０００円ほどご負担ください。

○女性の皆様へ 男声の応援として「みどりの第九＋沼田散策ツアー」を企画しました。

９時出発で、チケット代・昼食・バス代で３０００円を予定しています。りんご狩り（自費）、川場

田園プラザ、湯郷 小住温泉（500 円：自費）等、皆様の希望の多い所を２ヶ所程まわりたいと思

います。りんごは“紅将軍”と“あかぎ”のシーズンです。湯郷 小住温泉は自然湧出の硫黄泉で、

古くから美肌づくりとして評判の良泉です。

先着１５名です、ご家族やお友達もＯＫですので、是非、ご参加ください。

１０月１６，１７日（土・日）：軽井沢合宿２０１０ 受付中！！
参加費８,０００円。 費用には施設使用料他が含まれますが、１泊３食付いてこの料金です！

しくは受付にある申込書をご覧下さい。美しい浅間山や紅葉を眺めながら、時間を忘れて、仲間と一

にレッスンに集中で来ます。合宿に参加すると、いつもお話できない別のパートの方とお友達になれ

すので、新人さんは特に、是非ご参加下さい。暮れの本番の感動が倍増しますよ！！

第九たいむず
ホームページ：www.takasaki9.com メールアドレス：takasaki9@myad.jp
〒370-0046 高崎市江木町４８３TEL/FAX：027-323-0233（団長渡辺） 携帯電話：080-5474-2673（事務局長中村）
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◆イベント情報
☆ ８月２２日（日） 第３１回草津夏期国際音楽アカデミー＆フェスティバル「合唱とオーケストラ」

ソプラノの小林薫子さんが合唱で出演します。草津音楽の森国際コンサートホール

開場１５：３０ 開演１６：００ 全指定席 大人４,５００円（小学生２,０００円）
問い合わせ ８月１３日までカメラータ・トウキョウ：０３－５７９０－５５６０（平日１０：００～１８：００）

８月１６日より現地事務局：０２７９－８８－７２３６（１０：００～１４：００／１６：３０～１８：３０）

８月７日現在、カメラータ・トウキョウ：現在楽天チケットからの戻し券を待っています。

☆ ８月３１日（火） Ｐｉａｎｏ Concert ｆｏｒ Ｆｏｕｒ Ｈａｎｄｓ（４手によるピアノコンサート）受付にﾁﾗｼ有り

開場 18:00 開演 18:30 新島学園中学校、高等学校礼拝堂 全席自由

出演：Ｆ．ボークナー（ﾊﾝｶﾞﾘｰ生まれ）、岡崎悦子（武蔵野音大准教授）

ドヴォボルザーク：スラブ舞曲、ブラームス：ハンガリー舞曲、モーツァルト：ソナタ

☆ 「佐藤晃一デザインと俳句」展＜高崎市美術館＞へお出かけ下さい 大里和熙

高崎市美術館市制１１０周年記念企画展として「魅惑の万華鏡展」と併催で、開催中です。（～９月

７日(火）） 佐藤晃一は、私の従兄で、高崎高校同期のグラフィックデザイナーです。

爽やかな感じのするｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝをお楽しみください。万華鏡展も綺麗です。（６５歳以上無料）

☆ ９月４日（土） 高崎市少年少女合唱団 第２５回定期演奏会 受付にﾁﾗｼ有り

会場：高崎市文化会館大ホール、開場：13:30、開演：14:00、入場料：500 円。

スクールミュージカル『少年少女冒険隊』、『小鳥の歌』、『麦わら帽子』他、少年少女のための合唱

ミュージカル『シンデレラ』。賛助出演：藤岡ユネスコ少年少女合唱団。

チケットはアルトの長島先生がお持ちです。

◆御巣鷹の尾根に慰霊登山 テノール 宮島
日航機墜落事故から 25 年。520 人の御霊が昇天した御巣鷹の

尾根に慰霊の登山をしてきました。身元確認不能だったご遺体の遺

骨を納めた麓の「慰霊の園」で焼香した後、幾つものトンネルを通過

して山奥に行き、800m（標高差 180m）の沢を登って行きました。墜落

現場に近づくと、折れた機体からばらばらに投げ出されて急峻な斜

面を滑り落ちながら途中で止まったあちらこちらに、あるいは大勢が

機体の一部と共にまとまって落ちた谷底に沢山の墓標が建てられ、

ご遺族の悲しい墓参を迎えていました。尾根上部の衝突現場には

「昇魂之碑」が建てられており、離れた向かいの尾根に眼をやると、

翼に切り取られた樹木の窪みが今もはっきりと見ることができました。

飛行中の恐怖・絶望、墜落の凄まじさ悲惨さ、救助・収容活動の困難

さに思いをはせ、安全の鐘を鳴らして静かに御霊を慰めました。

◆夏にちなんだ和歌を一首いかがですか
夏の夜は まだ宵（よひ）ながら 明けぬるを

雲のいづこに 月宿（やど）るらむ
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（36番）『古今集』夏・166

☆☆☆ 口語訳 （「井上宗雄著 百人一首 有朋堂」より☆☆☆

夏の夜は未だ宵のままだ、と思っているうちに夜が明けてしまった。（これではとても月は

西山に着けないだろう）月はいったい雲のどこに宿っているのだろうか。

作者は、皆さんおなじみの「枕草子」の作者 清少納言の曽祖父にあたります。「土佐日記」

の作者 紀貫之とも親交があったそうです。

毎日暑くて大変ですが、５時前には空が白んでくる朝のうちは澄んだ小鳥の合唱も涼やかで

爽やかな夏の一時です。そんな朝が待っている短い夏の夜の歌です。


